
ファインバブル発生装置を用いた液液抽出法における溶媒の微細油滴化 
Formation of the fine organic droplets for liquid-liquid extraction by using fine bubble generator 
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ファインバブル発生装置を用いて抽出剤であるジエチルヘキシルリン酸(HDEHP)を微細油滴化し，硝酸溶液

中に分散させた．この手法で微細化した抽出剤は硝酸溶液と安定なエマルションを形成しており，形成した

エマルションを用いてネオジムの抽出を行うことに成功した． 
キーワード：液液抽出，エマルション 
 
1．緒言 近年，水質浄化や洗浄を始めとする多くの工業分野においてファインバブルの応用が検討されてい

る．ファインバブルは直径が数 nm から数 µm の気泡であり，長時間の持続性を始めとする様々な性質を持つ
[1]．本研究ではファインバブルの発生法の一つである旋回液流法を用いて有機溶媒を微細油滴化し，液液抽

出法に応用する手法を提案した．この手法では微細化によって水相，有機相間の反応界面積が増大すること

が見込まれるが，直径の小さい液滴は容易に合一しないため[2]，微細油滴化した有機相を相分離する手法に

ついても検討が必要である．本研究では提案した手法によって作製した微細油滴の性質を明らかにすること

を目的とし，効果的な相分離の方法として希釈剤の添加と遠心分離による相分離も併せて検討した． 
2．実験 マグネットポンプを用いて 0.1 mol dm-3 硝酸をファインバブル発

生装置（ECBL-S1，大巧技研）に送液し，発生した旋回流にドデカンを吸

引させることで微細油滴を作製した．粒度分布測定装置（LA-920，堀場）

を用いて微細油滴の直径を測定した．同じ手順によって 30% HDEHP 溶液

を微細油滴化し，微細油滴と水相溶液から成るエマルションの吸光度を紫

外可視分光光度計（Cary50，Varian）によって測定した．エマルションを

HDEHP 溶液の希釈剤である 2,2,4-トリメチルペンタンと混合，遠心分離す

ることで相分離させ，再度吸光度を測定した．また，硝酸ネオジム水溶液

とエマルションを混合し，有機相に抽出されたネオジムの濃度を ICP-AES
（ICPE-9000，島津製作所）によって測定した． 
3．結果・考察 微細油滴の直径の測定結果を図 1 に示す．微細油滴の直径

は振とうによって作製した対照試料の 30 分の 1 程度であり，二液相間の接

触界面積が増大していることがわかった．エマルションの吸光度の変化を

図 2 に示す．図 2 より，希釈剤との混合，遠心分離を経ることで吸光度が

減少していることがわかる．液体の吸光度の減少は水溶液中に含まれる油

滴の数の減少を示す．したがって，希釈剤と混合後に遠心分離を行うこと

によって効果的な相分離が可能であるといえる．また，硝酸ネオジム水溶

液からの抽出実験より，微細油滴は液液抽出に利用可能であるとわかった． 
4．結論 ファインバブル発生装置を用いることで有機溶媒を微細油滴化

し，反応界面積を増大することができる．また，作製した微細油滴は抽出

に利用可能であり，希釈剤との混合と遠心分離によって容易に相分離可能

である． 
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図 1 油滴の直径 

（上：微細油滴，下：対照試料） 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

600 620 640 660 680 700 720

吸
光

度
 [ 

- ]

波長 [ nm ]

操作前

遠心分離のみ

有機溶媒と混合

 

図 2 吸光度測定の結果 

2L22 2017年春の年会

 2017年 日本原子力学会 - 2L22 -


